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史料紹介

■描かれた世界観　―「中郷八幡宮周辺見取図と絵巻長門峡案内」―
重要文化財「山口県行政文書」をはじめ、当館が所蔵する明治～昭和戦前期の資料の中には、当
時の県内各地のようすを観察できる絵図面や写真などが含まれています。そこに描かれた世界観を読み
解いてみます。
●中郷八幡宮（山口市小郡）     
明治39年（1906）4月、全国の古建築の「めきき」役の立場にあった東京帝国大学教授・内務省古
社寺保存会委員・建築史家の伊東忠太が中郷八幡宮楼門の視察に訪れます。
明治28年「古社寺取調書」（県庁戦前Ａ社寺№125）によれば、この楼門は応永28年（1421）の建築で、
名工竹田番匠の手になるものであり、称光天皇の御真筆と伝わる「八幡宮」の扁額が掲げられていま
した。社伝によれば、大内弘貞が宇佐から勧請したものとされます。
神社境内の周辺見取図（写真右上）には、眼下に椹野川の舟運の様子や、街道沿いに連なる家並
みが描かれており、交通の要衝としての重要性を物語っています。境内地には貝塚が確認されているほ
か、「ふなつなぎ石」の伝承もあり、水辺との強いつながりをうかがわせます。山口盆地の咽喉部にあ
たり、重要な場所であったと思われます。
中郷八幡宮楼門は、特別保護建造物指定に向
けての手続きが進められていましたが、明治45年
焼失。現在は大正２年（1913）に再建された社殿
がたたずんでいます。サクラの名所としても知られ
る境内地からの好望は、見取図に描かれた大内時
代の世界観をしのばせます。
●長門峡
国内有数の景勝地長門峡の探勝者に向けて、さ
まざまなルートマップやガイドブックが制作されまし
た。そのうち、大正から昭和戦前期にかけての長
門峡開発のすべてが集約されたのが、昭和18年
（1943）発行の「探勝記念絵巻長門峡案内」（写
真右下〈山口市藤井家（1）文書－№253〉）です。
萩美術協会を主催した洋画家水沼兼雄（周防大
島出身）の作品と思われるもので、阿武川支流域
の「金郷渓」や「佐々連鍾乳洞」など、今日では
探勝者の足が遠のいた景勝地も含め、渓谷美が色
鮮やかに、そして端麗に描かれています。わかり
やすい観光案内図であったばかりでなく、地元の
期待感が凝縮された未来予想図でもありました。
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「山陽電軌沿線案内」（戸島家1（27の26））



第16回中国四国地区アーカイブズウィーク 

武芸・体育・スポーツと文書館資料
～きたえる たたかう ととのえる たのしむ～

《田島直人・阿武巌夫もこの場所から》
山口県に本格的な陸上競技場ができる以前、県
体育大会などが開催されたのは、主に山口高等商業
学校のグラウンド（現：亀山公園ふれあい広場）で
した。上の写真は大正12年（1923）の第９回山口
県体育大会の様子で、400ｍトラックの背後には旧県
立山口図書館書庫（現：クリエイティブスペース赤れ
んが）や旧制山口中学校の校舎（現在、文書館があ
る場所）が見えます。陸上競技跳躍の田島直人や短
距離の阿武巌夫ら山口県を代表するアスリートもこの
フィールドから育っていきました。山口県のスポーツ発
展の揺籃期を支えた場所です。県内ではその他、防
府町設グラウンド、宇部市神原運動場、長府競技場
（表紙参照）、徳山中学グラウンドなどでも各種スポー
ツ大会が開かれました。

左の写真は明治32年
（1899）2月11日に山口高
等学校で行われた全国初
の長距離走を伝える防長
新聞の記事です。同校グ
ラウンド（後の山口高等
商業学校グラウンド）を
出発し、防府天満宮前ま
での11.5マイル（およそ
18.5㎞）を走りました。
この大会の様子は、防
長新聞ほか、ジャパンタイ
ムス、時事新報などによっ
て大々的に伝えられました。

あんの　 いずお  

「山口県教育」第282号（雑誌文庫Ｙ山口県教育46）   

「防長新聞」明治32年2月14日
（新聞文庫Ｙ防長新聞9）

《西日本一のスポーツの大殿堂》 
昭和8年（1933）、山口県のメイン競技場として県
設綜合運動場が山口市に設置されることが決定さ
れ、建設地をめぐる誘致合戦の後、昭和10年10月12
日、大内村川向（現：山口中央高校）に「西日本に
誇るスポーツの大殿堂」が完成しました。
この競技場は、公爵毛利元昭の古稀記念として建
設経費を毛利家が負担し、毛利家から山口県知事に
贈呈されました。翌13日には開場を記念した競技大
会が開催されました（写真下プログラム）。   
施 設の内訳は、野球 場    

（1万人収容、ネット裏・内野
に観覧スタンド）、陸連公認陸
上競技場（1万5千人収容、正
面観覧席、100ｍ直線コース、
400ｍトラック）、水連公認水泳
場（500人収容、50ｍコース、
飛び込み台設置）、球技場（2
千人収容、庭球場4面、排球
場・籠球場各2面）という豪
華なものでした。以後、山口県
の主要なスポーツ大会はこの
競技場で行われました。 

「山口綜合運動競技場建設一件」（県庁戦前Ａ土木追加64） 

《東京オリンピックにつながる国体》
東京オリンピックの前年、昭和38年（1963）に「オ
リンピックにつながる国体」として、第18回国民体
育大会が山口県で開催されました。山口県は国体とオ
リンピックという大きなスポーツイベントを2年つづけ
て経験することになりました。
この国体開催に合わせて山口市吉敷に新しいメイ
ンスタジアムが建設されました。メインスタンドの長
さ166m、3階建定員7,800人の観客席は、当時東京
の国立競技場に次ぐ全国2番目の規模でした。
この国体は東京オリンピックの前年ということもあ
り、各競技とも熱戦が繰り広げられた結果、空前の
新記録ラッシュの大会となりました。世界新記録3、
世界タイ記録1、日本新記録33、日本タイ記録14、大会
新記録に至っては204でした。

《2度目の国体にあわせ全面改築》
平成23年（2011）10月、山口県にとって2度目とな
る国民体育大会と全国障害者スポーツ大会が、東日
本大震災復興支援大会として開催されました。この
大会のメイン競技場として全面改築されたのが現在
のスタジアム（維新みらいふスタジアム：第１種公認）
です。
このスタジアムを含む維新公園内には、補助陸上
競技場（第３種公認）、ラグビー・サッカー場、テニ
スコート（16面）、弓道場、維新大晃アリーナ（体育
館、武道場、視聴覚室他）、野外音楽堂、いこいの
水広場、ちょるる広場（多目的広場）などの施設も
備え、スポーツ・文化・レジャーの拠点として広く県
民に親しまれています。

「マスゲーム」（行政資料写真グラフ山口-山口国体259） 現在のスタジアム（山口県HPより） 

「山口県内各種競技記録綴」
（池田家文書6） 

夏季大会会場となった
宇部市恩田運動公園水
泳プール（行政資料写
真グラフ山口-山口国
体166）

昭和61年8月に開催さ
れた全国高等学校総合
体育大会（インターハ
イ）でもメイン会場と
なりました（行政資料
写真グラフ山口-高校
総体50）

競技場の模型：「防長新聞」昭和9年3月14日（山口県立山口図書館蔵）

新型コロナウイルス感染症対策のため、昨年度は中止したアー
カイブズウィーク。令和3年度は、全編オンラインでの開催となり
ました。閲覧室でのアーカイブズ展
示はできませんでしたが、展示予
定資料の解説を館員がオンライン
で行いました（解説シートはウェブ
サイトでご覧いただけます）。
歴史探究講座「山口県のスポー
ツ『いま』『むかし』」（講師山本明
史専門研究員）、アーカイブズ歴史
小話もオンラインでの配信でした。
書庫内の資料の様子を「ちょっと
だけ」ＳＮＳで紹介する「ＳＮＳ文
書館案内」も好評でした。
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□Ⅰ 山口県高等商業学校グラウンド □Ⅱ 山口県設綜合運動場 □Ⅲ 山口県陸上競技場 
（後に維新百年記念公園陸上競技場と改称） 

□Ⅳ 新・維新百年記念公園陸上競技場
（現：維新みらいふスタジアム）

テニスにおける「ウインブルドン」、高校球児にとっての「甲子園」など、選手にとって大会が開催される場所そのも
のが憧れの対象となることがあります。ここでは、山口県のスポーツ発展を支えたメインスタジアムを振り返ってみます。メインスタジアムの変遷で辿る山口県の近代スポーツ

た  ど
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さ166m、3階建定員7,800人の観客席は、当時東京
の国立競技場に次ぐ全国2番目の規模でした。
この国体は東京オリンピックの前年ということもあ
り、各競技とも熱戦が繰り広げられた結果、空前の
新記録ラッシュの大会となりました。世界新記録3、
世界タイ記録1、日本新記録33、日本タイ記録14、大会
新記録に至っては204でした。

《2度目の国体にあわせ全面改築》
平成23年（2011）10月、山口県にとって2度目とな
る国民体育大会と全国障害者スポーツ大会が、東日
本大震災復興支援大会として開催されました。この
大会のメイン競技場として全面改築されたのが現在
のスタジアム（維新みらいふスタジアム：第１種公認）
です。
このスタジアムを含む維新公園内には、補助陸上
競技場（第３種公認）、ラグビー・サッカー場、テニ
スコート（16面）、弓道場、維新大晃アリーナ（体育
館、武道場、視聴覚室他）、野外音楽堂、いこいの
水広場、ちょるる広場（多目的広場）などの施設も
備え、スポーツ・文化・レジャーの拠点として広く県
民に親しまれています。

「マスゲーム」（行政資料写真グラフ山口-山口国体259） 現在のスタジアム（山口県HPより） 

「山口県内各種競技記録綴」
（池田家文書6） 

夏季大会会場となった
宇部市恩田運動公園水
泳プール（行政資料写
真グラフ山口-山口国
体166）

昭和61年8月に開催さ
れた全国高等学校総合
体育大会（インターハ
イ）でもメイン会場と
なりました（行政資料
写真グラフ山口-高校
総体50）

競技場の模型：「防長新聞」昭和9年3月14日（山口県立山口図書館蔵）

新型コロナウイルス感染症対策のため、昨年度は中止したアー
カイブズウィーク。令和3年度は、全編オンラインでの開催となり
ました。閲覧室でのアーカイブズ展
示はできませんでしたが、展示予
定資料の解説を館員がオンライン
で行いました（解説シートはウェブ
サイトでご覧いただけます）。
歴史探究講座「山口県のスポー
ツ『いま』『むかし』」（講師山本明
史専門研究員）、アーカイブズ歴史
小話もオンラインでの配信でした。
書庫内の資料の様子を「ちょっと
だけ」ＳＮＳで紹介する「ＳＮＳ文
書館案内」も好評でした。
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□Ⅰ 山口県高等商業学校グラウンド □Ⅱ 山口県設綜合運動場 □Ⅲ 山口県陸上競技場 
（後に維新百年記念公園陸上競技場と改称） 

□Ⅳ 新・維新百年記念公園陸上競技場
（現：維新みらいふスタジアム）

テニスにおける「ウインブルドン」、高校球児にとっての「甲子園」など、選手にとって大会が開催される場所そのも
のが憧れの対象となることがあります。ここでは、山口県のスポーツ発展を支えたメインスタジアムを振り返ってみます。メインスタジアムの変遷で辿る山口県の近代スポーツ

た  ど



昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）に
発
足
し
た
地
方
調
査
員
制
度
は
、
令
和
二
年
度（
二
〇
二
〇
）

五
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
現
在
、
五
一
年
目
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
制
度
は
、
基
本

的
に
県
内
の
旧
郡
を
単
位
に
地
方
調
査
員
を
委
嘱
し
て
、
そ
の
地
域
の
文
書
・
記
録
等
の
情
報

収
集
、
調
査
、
文
書
目
録
の
作
成
・
報
告
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
年
に

二
回
、
当
館
で
調
査
員
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
昨
年
度
は
一
回
の
み
の
開
催
で
、
し
か
も
リ
モ
ー
ト
と
対
面
の
併
用
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
リ
モ
ー
ト
・
対
面
の
併
用
で
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
調
査
員
の
活
動
も
、

感
染
対
策
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
様
々
な
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。

地
方
調
査
員
制
度
は
半
世
紀
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
未
だ
眠
っ
た
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
文
書
・

記
録
等
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
日
の
目
を
見
ず
に
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
既
に
存
在
が
知
ら
れ
た
文
書
・
記
録
等

も
何
ら
か
の
理
由
で
廃
棄
や
散
逸
と
い
う
憂
き

目
に
あ
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
先
人
の
遺
し

た
文
書
・
記
録
等
は
、
後
世
に
生
き
る
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
生
き
る
指
針
に
も
な
り
う
る
貴
重

な
も
の
で
す
。
で
き
る
限
り
未
来
へ
繋
げ
て
い

け
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
情
報

の
提
供
や
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
二
月
二
日
、
文
書
館
閲
覧
室
を
主
会
場
に
、
第
十
二
回
「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保

存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
年
一
回
、

県
お
よ
び
県
内
市
町
の
文
書
管
理
や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催
の

会
議
で
す
。
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
も
取
り
入
れ
、
一
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
基
礎
自
治
体
公
文
書
館
の
現
状
と
課
題
―
公
文
書
の
評
価
選
別
・
引

継
ぎ
・
保
存
―
」
で
し
た
。
県
内
に
は
市
町
立
の
公
文
書
館
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
文
書
管
理

を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
昨
今
、
基
礎
自
治
体
公
文
書
館
の
活
動
と
課
題
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
蓮
沼
素
子
氏
を
講
師
に
、「
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
設
置
と
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
―
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
事
例
と
し
て
―
」

と
題
し
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
の
開
館
以
来
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
活
動
や
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題

な
ど
、
具
体
例
に
即
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
演
習
で
は
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
行
っ
た
公

文
書
の
評
価
選
別
を
モ
デ
ル
に
、
参
加
者
は
リ
ス
ト
選
別

の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
選
別
作
業
は
事
前
に
行
う
こ
と

と
し
、
当
日
は
保
存
か
廃
棄
か
悩
ん
だ
事
例
や
体
験
を
通

し
た
感
想
な
ど
を
発
表
し
た
後
、
参
加
者
の
発
言
を
基

に
、
蓮
沼
氏
か
ら
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
選
別

の
判
断
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
連
絡
会
議
を
継
続
し
て
開
催
し
、
市
町

の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
歴
史
的
公
文
書
の
適
切

な
保
存
・
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
文
書
館
・
公
文
書
館
等
が
連
携
す
る
団
体
の
ひ
と
つ
に
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用

機
関
連
絡
協
議
会
（
略
称
：
全
史
料
協
）
が
あ
り
ま
す
。
全
史
料
協
は
、
歴
史
資
料
の
保
存
利

用
活
動
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
発
足
し
ま
し

た
。
当
館
は
結
成
当
初
か
ら
の
会
員
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
会
員
と
し
て
活
動
に
加
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
で
は
、
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
に
副
会
長
事
務
局
、
平
成
二
十
七
・
二
十

八
年
度
に
は
調
査
・
研
究
委
員
会
事
務
局
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
と
来
年
度
は
大
会
・
研
修
委
員
会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
・
研
修
委
員
会
は
、
年
一
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
と
大
会
研
修
会
（
以
下
、「
全
国
大
会
」）

の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
す
。
全
国
大
会
は
文
書
館
・
公
文
書
館
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地

を
中
心
に
、
全
国
各
地
を
回
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
山
口
県
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
の

結
成
大
会
と
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
発
足
三
十
周
年
大
会
と
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
今

年
度
の
全
国
大
会
は
、
高
知
県
高
知
市
に
令
和
二
年
に
開
館
し
た
高
知
県
立
公
文
書
館
を
配
信

会
場
に
、
全
史
料
協
史
上
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博

物
館
・
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
の
両
館
、
地
域
で
資
料
保
存
の
活
動
に
取
り
組
む
「
こ
う

ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
の
二
日
間
、「
資
料
保
存
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
〜
連
携
と
支
援
、
高
知
の
挑
戦
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。
二
日
間
で
二
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
高
知
県
内
で
の
活
動
報
告
に
耳
を
傾

け
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
の
河
野
家
文
書
に
は
、
明
治
期
（
〜
三
〇
年
代
）、
山
口
県
内
で
の
相
撲
興
行
に

関
す
る
資
料
が
八
〇
点
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
二

月
、
阿
武
（
山
分
）
勝
五
郎
と
い
う
人
物
が
熊
ヶ
嶽
安
五
郎
に
対
し
「
相
撲
世
話
人
」（
相
撲

の
興
行
主
）
と
な
る
こ
と
を
認
め
た
免
許
状
が
あ
り
ま
す
（
写
真
下
）。
熊
ヶ
嶽
安
五
郎
は
、

当
時
の
河
野
家
当
主
・
河
野
保
次
郎
が
興
行
主
と
し
て
名
乗
っ
た
名
前
で
す
。
河
野
家
は
こ
の

時
か
ら
県
内
で
の
相
撲
興
行
を
担
う
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
河
野
家
文
書
に
は
、
そ

れ
以
後
の
相
撲
興
行
に
と
も
な
う
様
々
な
帳
簿
、
免
許
状
、
取
組
表
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
で

す
。
写
真
上
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
二
月
、
山
口
町
の
米
殿
小
路
で
行
わ
れ
た
「
稽

古
相
撲
」
の
図
。
他
国
力
士
も
招
い
た
大
規
模
な
興
行
で
し
た
。

な
お
、
阿
武
（
山
分
）
勝
五
郎
は
、
幕
末
期
の
長
州
藩
諸
隊
の
ひ
と
つ
「
力
士
隊
」
の
頭
取

を
務
め
た
人
物
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
勝
五
郎
の
足
跡
を
知
る
上
で
も
貴
重
で
す
。

「免許状（相撲世話人の事）」（№586）

「山口米殿小路町において
　相撲稽古連名之図（部分）」（№611）

オンラインでの地方調査員会議のようす（７月７日）

地
方
調
査
員
制
度
五
〇
年

〜
地
域
の
文
書
記
録
に
向
き
合
う
〜

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の

　た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た

令
和
三
年
度
と
四
年
度

全
史
料
協
大
会・研
修
委
員
会
事
務
局
を

担
当
し
て
い
ま
す

令
和
三
年
度
資
料
小
展
示
か
ら

明
治
期
山
口
県
の

相
撲
興
行
　〜
河
野
家
文
書
の
紹
介
〜

第
12
回
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努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
情
報

の
提
供
や
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
二
月
二
日
、
文
書
館
閲
覧
室
を
主
会
場
に
、
第
十
二
回
「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保

存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
年
一
回
、

県
お
よ
び
県
内
市
町
の
文
書
管
理
や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催
の

会
議
で
す
。
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
も
取
り
入
れ
、
一
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
基
礎
自
治
体
公
文
書
館
の
現
状
と
課
題
―
公
文
書
の
評
価
選
別
・
引

継
ぎ
・
保
存
―
」
で
し
た
。
県
内
に
は
市
町
立
の
公
文
書
館
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
文
書
管
理

を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
昨
今
、
基
礎
自
治
体
公
文
書
館
の
活
動
と
課
題
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
蓮
沼
素
子
氏
を
講
師
に
、「
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
設
置
と
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
―
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
事
例
と
し
て
―
」

と
題
し
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
の
開
館
以
来
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
活
動
や
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題

な
ど
、
具
体
例
に
即
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
演
習
で
は
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
行
っ
た
公

文
書
の
評
価
選
別
を
モ
デ
ル
に
、
参
加
者
は
リ
ス
ト
選
別

の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
選
別
作
業
は
事
前
に
行
う
こ
と

と
し
、
当
日
は
保
存
か
廃
棄
か
悩
ん
だ
事
例
や
体
験
を
通

し
た
感
想
な
ど
を
発
表
し
た
後
、
参
加
者
の
発
言
を
基

に
、
蓮
沼
氏
か
ら
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
選
別

の
判
断
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
連
絡
会
議
を
継
続
し
て
開
催
し
、
市
町

の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
歴
史
的
公
文
書
の
適
切

な
保
存
・
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
文
書
館
・
公
文
書
館
等
が
連
携
す
る
団
体
の
ひ
と
つ
に
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用

機
関
連
絡
協
議
会
（
略
称
：
全
史
料
協
）
が
あ
り
ま
す
。
全
史
料
協
は
、
歴
史
資
料
の
保
存
利

用
活
動
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
発
足
し
ま
し

た
。
当
館
は
結
成
当
初
か
ら
の
会
員
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
会
員
と
し
て
活
動
に
加
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
で
は
、
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
に
副
会
長
事
務
局
、
平
成
二
十
七
・
二
十

八
年
度
に
は
調
査
・
研
究
委
員
会
事
務
局
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
と
来
年
度
は
大
会
・
研
修
委
員
会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
・
研
修
委
員
会
は
、
年
一
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
と
大
会
研
修
会
（
以
下
、「
全
国
大
会
」）

の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
す
。
全
国
大
会
は
文
書
館
・
公
文
書
館
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地

を
中
心
に
、
全
国
各
地
を
回
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
山
口
県
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
の

結
成
大
会
と
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
発
足
三
十
周
年
大
会
と
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
今

年
度
の
全
国
大
会
は
、
高
知
県
高
知
市
に
令
和
二
年
に
開
館
し
た
高
知
県
立
公
文
書
館
を
配
信

会
場
に
、
全
史
料
協
史
上
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博

物
館
・
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
の
両
館
、
地
域
で
資
料
保
存
の
活
動
に
取
り
組
む
「
こ
う

ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
の
二
日
間
、「
資
料
保
存
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
〜
連
携
と
支
援
、
高
知
の
挑
戦
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。
二
日
間
で
二
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
高
知
県
内
で
の
活
動
報
告
に
耳
を
傾

け
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
の
河
野
家
文
書
に
は
、
明
治
期
（
〜
三
〇
年
代
）、
山
口
県
内
で
の
相
撲
興
行
に

関
す
る
資
料
が
八
〇
点
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
二

月
、
阿
武
（
山
分
）
勝
五
郎
と
い
う
人
物
が
熊
ヶ
嶽
安
五
郎
に
対
し
「
相
撲
世
話
人
」（
相
撲

の
興
行
主
）
と
な
る
こ
と
を
認
め
た
免
許
状
が
あ
り
ま
す
（
写
真
下
）。
熊
ヶ
嶽
安
五
郎
は
、

当
時
の
河
野
家
当
主
・
河
野
保
次
郎
が
興
行
主
と
し
て
名
乗
っ
た
名
前
で
す
。
河
野
家
は
こ
の

時
か
ら
県
内
で
の
相
撲
興
行
を
担
う
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
河
野
家
文
書
に
は
、
そ

れ
以
後
の
相
撲
興
行
に
と
も
な
う
様
々
な
帳
簿
、
免
許
状
、
取
組
表
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
で

す
。
写
真
上
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
二
月
、
山
口
町
の
米
殿
小
路
で
行
わ
れ
た
「
稽

古
相
撲
」
の
図
。
他
国
力
士
も
招
い
た
大
規
模
な
興
行
で
し
た
。

な
お
、
阿
武
（
山
分
）
勝
五
郎
は
、
幕
末
期
の
長
州
藩
諸
隊
の
ひ
と
つ
「
力
士
隊
」
の
頭
取

を
務
め
た
人
物
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
勝
五
郎
の
足
跡
を
知
る
上
で
も
貴
重
で
す
。

「免許状（相撲世話人の事）」（№586）

「山口米殿小路町において
　相撲稽古連名之図（部分）」（№611）

オンラインでの地方調査員会議のようす（７月７日）

地
方
調
査
員
制
度
五
〇
年

〜
地
域
の
文
書
記
録
に
向
き
合
う
〜

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の

　た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た

令
和
三
年
度
と
四
年
度

全
史
料
協
大
会・研
修
委
員
会
事
務
局
を

担
当
し
て
い
ま
す

令
和
三
年
度
資
料
小
展
示
か
ら

明
治
期
山
口
県
の

相
撲
興
行
　〜
河
野
家
文
書
の
紹
介
〜

第
12
回
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今
年
度
、
九
家
・
二
、
四
九
五
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
三
つ
の
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
田
中
家
文
書

大
内
政
弘
の
側
近
で
奉
行
人
・
右
筆
で
あ
っ
た
相
良
正
任

が
、
石
見
国
の
武
士
で
あ
る
大
家
出
雲
守
の
働
き
を
労
う
よ

う
に
と
い
う
政
弘
の
意
向
を
大
内
氏
家
臣
の
神
代
弘
夏
に
伝

え
た
も
の
で
す
。
能
筆
家
で
知
ら
れ
た
正
任
の
自
筆
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
田
中
家
の
由
緒
及
び
文
書
が
同
家
に
伝

来
し
た
経
緯
は
不
明
で
す
。

■
中
村
氏
収
集
文
書

中
村
氏
は
、
自
宅
を
「
博
図
館
」
と
名
付
け
、
古
物
、
古

写
真
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め
て
い
た
コ
レ
ク
タ
ー
で

す
。
今
年
度
は
、
中
村
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
絵
葉

書
に
つ
い
て
整
理
・
目
録
化
し
ま
し
た
。
山
口
県
内
の
も
の
、

国
内
各
地
の
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
朝
鮮
・
中
国
に
関
す
る
絵

葉
書
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
中
山
家
文
書

中
山
家
は
、
戦
国
期
は
江
良
氏
（
陶
氏
重
臣
で
、
毛
利
氏

服
属
後
は
寄
親
を
務
め
た
家
）
の
家
臣
で
し
た
が
、
江
戸
時

代
は
帰
農
し
て
周
防
国
都
濃
郡
大
向
（
当
初
萩
藩
領
。
元
和

七
年
〈
一
六
二
一
〉
以
降
は
徳
山
藩
領
。
現
、
周
南
市
）
に

居
住
し
ま
し
た
。
の
ち
に
徳
山
の
幸
丁
（
往
還
道
沿
い
）
へ

移
住
し
て
町
人
と
な
り
、
町
年
寄
を
務
め
、
蔵
本
付
格
と
な

り
ま
し
た
。
中
山
新
六
・
伴
七
（
善
右
衛
門
）
父
子
は
、
正

徳
〜
享
保
年
間
（
十
八
世
紀
前
半
）
に
徳
山
藩
再
興
運
動
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
奈
古
屋
里
人
と
深
く
か
か
わ
り
、
再
興

運
動
に
奔
走
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
家
の
屋
号

は
、
最
初
松
村
屋
で
、
の
ち
古
屋
と
改
め
、
家
業
と
し
て
は
、

酒
造
業
を
営
み
ま
し
た
。
近
代
に
な
っ
て
同
家
は
富
田
古
市

（
現
、
周
南
市
）
へ
移
住
し
、
中
山
東
一
郎
が
昭
和
戦
前
期

に
南
陽
町
長
を
務
め
ま
し
た
。

文
書
は
、
中
山
家
が
①「
家
」
と
し
て
活
動
し
た
過
程
で

作
成
・
授
受
さ
れ
た
文
書
群
、②
江
戸
時
代
に
町
年
寄
な
ど

と
し
て
活
動
し
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
作
成
・
授
受
さ
れ
た
文

書
群
、③
近
代
に
公
的
な
役
職
に
就
任
し
た
こ
と
に
関
わ
っ

て
作
成
・
授
受
さ
れ
た
文
書
群
、
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
数
量

的
に
は
①
に
分
類
さ
れ
る
文
書
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

系
譜
・
由
緒
や
酒
造
に
関
わ
る
文
書
の
ほ
か
に
、
中
山
伴
七

（
古
屋
善
右
衛
門
）
が
奔
走
し
た
徳
山
藩
再
興
運
動
に
関
わ

る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

■令和三年度の新収諸家文書

新
収
諸
家
文
書
を

　
　
　
　紹
介
し
ま
す
！

令
和
三
年
度
の

田中家文書（長崎県） №1　相良正任奉書

当
館
で
は
、
平
成
四
年
度
（
一
九
九
二
年
度
）
よ
り
、
県
内
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援

学
校
の
先
生
向
け
に
、
文
書
館
資
料
を
活
用
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
授
業
で
使
え
る
文
書
館
活
用
講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
の
社
会
状
況
の
変
化
を

受
け
、
少
し
ず
つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、
講
座
の
日
程
と
受
講
方
法
を
変
更
し
、
全
四
日
間
八
コ
マ
の
講
座
を
、
一

コ
マ
よ
り
受
講
可
能
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
四
日
間
を
入
門
・
実
践
の
二
コ
ー
ス
に
分
け
、

一
コ
ー
ス
（
二
日
間
）
か
ら
受
講
を
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
資

料
に
向
き
合
う
時
間
が
取
れ
る
と
好
評
で
あ
っ
た
一
方
で
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
と

受
講
で
き
な
い
た
め
、
参
加
し
に
く
い
と
の
お
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
変

更
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
一
人
で
も
多
く
の
先
生
に
御
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
対
面
方
式
の
講
座
と
い
う
こ
と
で
、
距
離
を
取
り
つ
つ
、
授
業
で
使
え
そ
う

な
収
蔵
資
料
の
紹
介
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
紹
介
な

ど
、
講
義
中
心
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
や
す

く
、
集
中
し
て
受
講
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
下

で
の
講
座
実
施
に
つ
い
て
も
一
定
の
目
安
が
で
き
た
の
で
、

来
年
度
は
演
習
的
な
内
容
も
盛
り
込
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
や
、
公
文
書
館
等
の
学
習
利

用
を
明
文
化
し
た
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
な
ど
、
学
校

を
と
り
ま
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
が
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
御
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
各
地
の
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
へ
、
所
蔵
資
料
の
貸
し
出
し
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
三
年
度
は
、
資
料
の
受
け
渡
し
の
際
に
充
分
な
空
間
を
用
意
す
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
取
っ
て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
へ
、
館

蔵
資
料
が
出
張
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
県
立
山
口
博
物
館
と
萩
博
物
館
で
「
旅
と
街
道
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
連
携
企
画
展
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
参
勤
交
代
の
道
中
を
描
い
た
「
行
程
記
」

や
、
江
戸
時
代
の
町
人
の
旅
日
記
な
ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
は
毛
利
元
就
没
後
四
百
五
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
毛
利

元
就
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
中
国
地
方
の
各
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
館
蔵
の
元
就
ゆ
か
り
の
文
書
も
出
展
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
視
点
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
中
世
文
書
や
絵
図
、
利
用
の
多

い
「
譜
録
」
な
ど
の
資
料
は
、
原
本
保
護
の
た
め
、
通
常
の

閲
覧
の
際
に
は
写
真
版
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
資
料
も
、
博
物
館
や
美
術
館
な
ど

で
の
展
示
で
あ
れ
ば
実
物
を
御
覧
い
た
だ
け
る
う
え
、
興
味

深
い
切
り
口
や
解
説
と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。
出
展
情
報
は

当
館
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
足
を
お
運
び
い
た
だ
い
て
、
当
館
所
蔵
資
料
の
魅
力

や
可
能
性
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
出
期
間
中
は
当
館
で
の
原
本
の
閲
覧
は
制
限
さ

れ
ま
す
。
当
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
御
確
認
の
う
え
調
査
計
画
を
お
立
て
く
だ

さ
い
。

県立山口博物館「旅と街道」に出展した「行程記」（山口部分）

講座「明治・大正・昭和の刊行物」のようす

「
授
業
で
使
え
る

　
　文
書
館
活
用
講
座
」を

　
　
　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
！

当
館
所
蔵
資
料
を

お
近
く
の
博
物
館・美
術
館
で
！
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№ 文書名 点数 主な文書の年代 文書群の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）

1 荒瀬家文書（防府市／追加） 35 近代～現代 図書

2 木村一人文書（追加） 1 近代 教員

3 田中家文書（長崎県） 1 中世 大内氏

4 長松家文書 24 中世～近世 安芸国人／萩藩陪臣（右田毛利家臣）

5 中村氏収集文書 661 近代 絵葉書

6 中山家文書（周南市） 429 近世～現代 町年寄（徳山藩領）

7 古畑家文書（追加） 13 近世～近代 コレクション（庄屋 /商家）

8 松元淳収集文書（追加） 1323 近代～現代 コレクション（亀井伯爵家文書）

9 山根家文書（山口市／追加） 8 近世～近代 桑名藩士



今
年
度
、
九
家
・
二
、
四
九
五
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
三
つ
の
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
田
中
家
文
書

大
内
政
弘
の
側
近
で
奉
行
人
・
右
筆
で
あ
っ
た
相
良
正
任

が
、
石
見
国
の
武
士
で
あ
る
大
家
出
雲
守
の
働
き
を
労
う
よ

う
に
と
い
う
政
弘
の
意
向
を
大
内
氏
家
臣
の
神
代
弘
夏
に
伝

え
た
も
の
で
す
。
能
筆
家
で
知
ら
れ
た
正
任
の
自
筆
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
田
中
家
の
由
緒
及
び
文
書
が
同
家
に
伝

来
し
た
経
緯
は
不
明
で
す
。

■
中
村
氏
収
集
文
書

中
村
氏
は
、
自
宅
を
「
博
図
館
」
と
名
付
け
、
古
物
、
古

写
真
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め
て
い
た
コ
レ
ク
タ
ー
で

す
。
今
年
度
は
、
中
村
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
絵
葉

書
に
つ
い
て
整
理
・
目
録
化
し
ま
し
た
。
山
口
県
内
の
も
の
、

国
内
各
地
の
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
朝
鮮
・
中
国
に
関
す
る
絵

葉
書
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
中
山
家
文
書

中
山
家
は
、
戦
国
期
は
江
良
氏
（
陶
氏
重
臣
で
、
毛
利
氏

服
属
後
は
寄
親
を
務
め
た
家
）
の
家
臣
で
し
た
が
、
江
戸
時

代
は
帰
農
し
て
周
防
国
都
濃
郡
大
向
（
当
初
萩
藩
領
。
元
和

七
年
〈
一
六
二
一
〉
以
降
は
徳
山
藩
領
。
現
、
周
南
市
）
に

居
住
し
ま
し
た
。
の
ち
に
徳
山
の
幸
丁
（
往
還
道
沿
い
）
へ

移
住
し
て
町
人
と
な
り
、
町
年
寄
を
務
め
、
蔵
本
付
格
と
な

り
ま
し
た
。
中
山
新
六
・
伴
七
（
善
右
衛
門
）
父
子
は
、
正

徳
〜
享
保
年
間
（
十
八
世
紀
前
半
）
に
徳
山
藩
再
興
運
動
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
奈
古
屋
里
人
と
深
く
か
か
わ
り
、
再
興

運
動
に
奔
走
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
家
の
屋
号

は
、
最
初
松
村
屋
で
、
の
ち
古
屋
と
改
め
、
家
業
と
し
て
は
、

酒
造
業
を
営
み
ま
し
た
。
近
代
に
な
っ
て
同
家
は
富
田
古
市

（
現
、
周
南
市
）
へ
移
住
し
、
中
山
東
一
郎
が
昭
和
戦
前
期

に
南
陽
町
長
を
務
め
ま
し
た
。

文
書
は
、
中
山
家
が
①「
家
」
と
し
て
活
動
し
た
過
程
で

作
成
・
授
受
さ
れ
た
文
書
群
、②
江
戸
時
代
に
町
年
寄
な
ど

と
し
て
活
動
し
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
作
成
・
授
受
さ
れ
た
文

書
群
、③
近
代
に
公
的
な
役
職
に
就
任
し
た
こ
と
に
関
わ
っ

て
作
成
・
授
受
さ
れ
た
文
書
群
、
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
数
量

的
に
は
①
に
分
類
さ
れ
る
文
書
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

系
譜
・
由
緒
や
酒
造
に
関
わ
る
文
書
の
ほ
か
に
、
中
山
伴
七

（
古
屋
善
右
衛
門
）
が
奔
走
し
た
徳
山
藩
再
興
運
動
に
関
わ

る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

■令和三年度の新収諸家文書

新
収
諸
家
文
書
を

　
　
　
　紹
介
し
ま
す
！

令
和
三
年
度
の

田中家文書（長崎県） №1　相良正任奉書

当
館
で
は
、
平
成
四
年
度
（
一
九
九
二
年
度
）
よ
り
、
県
内
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援

学
校
の
先
生
向
け
に
、
文
書
館
資
料
を
活
用
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
授
業
で
使
え
る
文
書
館
活
用
講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
の
社
会
状
況
の
変
化
を

受
け
、
少
し
ず
つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、
講
座
の
日
程
と
受
講
方
法
を
変
更
し
、
全
四
日
間
八
コ
マ
の
講
座
を
、
一

コ
マ
よ
り
受
講
可
能
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
四
日
間
を
入
門
・
実
践
の
二
コ
ー
ス
に
分
け
、

一
コ
ー
ス
（
二
日
間
）
か
ら
受
講
を
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
資

料
に
向
き
合
う
時
間
が
取
れ
る
と
好
評
で
あ
っ
た
一
方
で
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
と

受
講
で
き
な
い
た
め
、
参
加
し
に
く
い
と
の
お
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
変

更
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
一
人
で
も
多
く
の
先
生
に
御
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
対
面
方
式
の
講
座
と
い
う
こ
と
で
、
距
離
を
取
り
つ
つ
、
授
業
で
使
え
そ
う

な
収
蔵
資
料
の
紹
介
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
紹
介
な

ど
、
講
義
中
心
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
や
す

く
、
集
中
し
て
受
講
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
下

で
の
講
座
実
施
に
つ
い
て
も
一
定
の
目
安
が
で
き
た
の
で
、

来
年
度
は
演
習
的
な
内
容
も
盛
り
込
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
や
、
公
文
書
館
等
の
学
習
利

用
を
明
文
化
し
た
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
な
ど
、
学
校

を
と
り
ま
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
が
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
御
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
各
地
の
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
へ
、
所
蔵
資
料
の
貸
し
出
し
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
三
年
度
は
、
資
料
の
受
け
渡
し
の
際
に
充
分
な
空
間
を
用
意
す
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
取
っ
て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
へ
、
館

蔵
資
料
が
出
張
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
県
立
山
口
博
物
館
と
萩
博
物
館
で
「
旅
と
街
道
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
連
携
企
画
展
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
参
勤
交
代
の
道
中
を
描
い
た
「
行
程
記
」

や
、
江
戸
時
代
の
町
人
の
旅
日
記
な
ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
は
毛
利
元
就
没
後
四
百
五
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
毛
利

元
就
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
中
国
地
方
の
各
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
館
蔵
の
元
就
ゆ
か
り
の
文
書
も
出
展
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
視
点
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
中
世
文
書
や
絵
図
、
利
用
の
多

い
「
譜
録
」
な
ど
の
資
料
は
、
原
本
保
護
の
た
め
、
通
常
の

閲
覧
の
際
に
は
写
真
版
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
資
料
も
、
博
物
館
や
美
術
館
な
ど

で
の
展
示
で
あ
れ
ば
実
物
を
御
覧
い
た
だ
け
る
う
え
、
興
味

深
い
切
り
口
や
解
説
と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。
出
展
情
報
は

当
館
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
足
を
お
運
び
い
た
だ
い
て
、
当
館
所
蔵
資
料
の
魅
力

や
可
能
性
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
出
期
間
中
は
当
館
で
の
原
本
の
閲
覧
は
制
限
さ

れ
ま
す
。
当
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
御
確
認
の
う
え
調
査
計
画
を
お
立
て
く
だ

さ
い
。

県立山口博物館「旅と街道」に出展した「行程記」（山口部分）

講座「明治・大正・昭和の刊行物」のようす

「
授
業
で
使
え
る

　
　文
書
館
活
用
講
座
」を

　
　
　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
！

当
館
所
蔵
資
料
を

お
近
く
の
博
物
館・美
術
館
で
！

67




